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近年，自動車の交通事故のさらなる低減が求められており，各種の自動車




































































































第 7章では，第 4章で提案したセンサおよび第 5 章で提案した実験装置を
用いた，任意の方向の負荷に対する摩擦測定実験について説明する．得られ
る実験結果から任意方向の接地面の摩擦係数の測定を行い，提案するセンサ
の有用性を示す．摩擦係数の異なる 9 種類の表面に対し，鉛直荷重 2500N，
摩擦方向 θは 15deg ごとに変更し，摩擦速度 30mm/s の条件でセンサを装着
したタイヤに摩擦を負荷した．第 6 章で示した補正方法により，提案するセ
ンサで分解能 0.1~0.2 程度，標準偏差最大 0.06 程度で任意方向の摩擦係数を
推定可能であることを示した． 
 
最後に，第 8 章では，結論として本研究で得られた結果を要約して述べ，
本論文の総括とした． 
 

